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１．研究目的 

本研究は，昨今恒常化している豪雨による洪水の防災・減災を目指して，都市と農村の流出特性の相

互作用を考慮に入れ，対話型洪水予測モデルを構築することを目的としたものである．さらに，農村が有

する洪水緩和機能を定量的に評価し，この機能を都市部に波及させるような減災対策の提言を目指して

いる．農村地域において発生する洪水に注目し，豪雨時の氾濫シミュレーションを行うことで農村地域の

持つ洪水緩和機能の評価を行う．この結果に基づいて農業農村の防災，減災に向けた流域管理，リスク

管理手法を導くことを目指す． 特に解析結果のアウトプット手法に VR 技術を用いて時空間的（4 次元）に

視覚化することで，社会・市民への防災意識の醸成，災害発生時の農村地域の防災減災機能の PR 手法

を提言するものである． 

２．研究手法 

研究対象地区として，一級河川筑後川の下流域に位

置する，国営農地防災事業筑後川下流右岸地区を対象

地域として選定した．洪水発生時の内水位をシミュレー

ションするために地区内の河川及び水路網に対して 1 次

元不定流解析モデルを構築した．モデルを用いて平成

24 年に発生した九州北部豪雨時の降水量を与条件とし

て氾濫解析を実施した．解析結果について GIS を用い

て平面（2 次元）に展開することで，浸水範囲をシミュレー

ションした．さらに対話型洪水予測モデルとして，図１に

示した手順で排水解析結果の VR 化を試みた． 

３．研究成果 

本研究のアウトプット手法を用いて表現した解析結果

の一部を図 3 および図 4 に示す．さらに防災意識の醸成

とクリークの洪水緩和機能の効果を広く PR する手法とし

ての妥当性を検証するため，学生を仮想一般市民と想定

し，解析結果を VR 空間で体験した印象のモニター調査

を行った（図 2）．検証の結果，通常のハザードマップ等に

比べて VR 表現はインパクトが非常に強く，防災意識の醸

成，災害発生時の適切な行動などが期待される．そのた

めには，今後は降雨の短期予想を用いた洪水解析アウト

プットのシームレス化に取り組む方針である． 

  
図 3 解析結果の 3 次元化（上空視点） 図 4 解析結果の 3 次元化（車両運転者視点） 

 

図 1 解析結果の可視化手順 

図 2 ヘッドマウントディスプレイを
用いた解析結果の可視化の様子 


